
青葉台子ども会活動報告書 

① 子ども会の紹介 

青葉台子ども会には 51 名(39 世帯)が所属しており、学年の内訳は 1 年生 7 名、2 年生 12 名、3 年生 6

名、4年生 9名、5年生 10名、6年生 7名です。 

育成会役員は 4名で、会長 1名、会計 1名、庶務 1名、地区委員 1名です。 

 青葉台子ども会は長与南小学校校区で、青葉台団地内にあります。青葉台自治会の皆様や老人会の青葉会の皆

様に支えられながら、元気に活動しております。 

 

② 令和６年度年間活動計画・報告 

月 活動名・行事名 場所 人数 内容 実施 

４ 新 1年生歓迎会 青葉台公民館 38 新 1年生の歓迎会 〇 

6 

町民清掃 児童公園 30 公園内の草むしり 〇 

リーダー研修会 崎野自然公園 
1 町子連主催のリーダー研修会に

参加 

〇 

７ 球技大会 町民体育館 15 ドッヂビー1チーム参加 〇 

８ ラジオ体操 青葉台中央公園 43 夏休み中 3週間実施 〇 

10 町民体育祭 総合運動公園  リレー棄権、玉入れに参加 〇 

１1 
青葉台ふれあい大会 長与南小体育館 25  〇 

子ども体験フェス マリンワールド 2 町子連主催のフェスに参加 〇 

１２ クリスマス会 青葉台公民館 32  〇 

３ 6年生を送る会 青葉台公民館 未定 卒業生を送る会 未定 

 

③ 活動報告 

◆新一年生歓迎会

（１）開催日時・内容・日程 

 日時：4月 13日(土) 10時～12時 

 場所：青葉台公民館 

 内容：新入生の歓迎、ゲーム、記念品贈呈 

 

（２）活動のねらい 

 子ども同士のコミュニケーションをとり、新しく子

ども会に加入することになった 1 年生がこども会に

早くなじむようにする。 

 

（３）安全対策 

 狭い公民館内で子どもたちがけがをしないように

声掛けを行った。 

 

（４）計画・準備 

 ・役員メンバーにて内容検討 

 ・子ども会連絡網にて出欠確認 

 ・低学年でも簡単なゲームを計画 

 ・みっくんとはっさくさんの着ぐるみを準備 

 ・ゲームごとの景品、1年生への記念品、全員配布

のお菓子などの買い出し 

 ・当日公民館内を飾り付け 

 

（５）当日の様子 

 ・ビンゴゲームでは上級生が 1年生の手伝いをして

あげる姿が見られた。 

  



（６）感想 

 みっくんとはっさくさんに子どもたちが興奮しす

ぎてしまい、危うい場面もありましたが、喜んでくれ

る子どもたちの顔を見て準備をしてよかったです。 

 

◆球技大会 

（１）開催日時・内容・日程 

 日時：7月 14日(日) 

 場所：町民体育館 

 内容：町子連球技大会への参加 

 

（２）活動のねらい 

 ・異学年コミュニケーションをはかる 

 ・チームワークの大切さを知る 

 ・高学年のリーダーシップを高める 

 

（３）安全対策 

 ・脱水防止のためこまめな水分摂取を促す 

 

（4）計画・準備 

 ・練習：平日は月曜と金曜の 17 時～18 時に児童

公園にて、休日は土曜の 18 時～19 時に南小体育館

で練習を実施。 

 ・当日のユニフォーム、昼食、飲み物の手配を役員

で分担して実施。 

 

（５）当日の様子 

 

 1 勝 1 敗となり惜しくも決勝トーナメントには出場

ならず悔しい思いをしました。 

 

（６）感想 

 今年は人数が 2 チームに 1 人足りずに 1 チーム編

成となったため、1人当たりの出場時間は短くなって

しまいましたが、交代時には出場中の選手を一生懸命

応援したり、アドバイスしたりする姿が見られよかっ

た。 

 

 

④ 育成者視点で年間を通しての感想 

 球技大会で子どもたちが一丸になって頑張る姿はとても良いものでした。ラジオ体操では老人会の方と、ふれ

あい大会では自治会、老人会の皆さんと触れ合うことができ、子どもたちのよい経験になったと思います。特に

ふれあい大会はコロナ自粛以降の初開催となり、地域住民みんなで楽しく過ごすことができました。 

 青葉台子ども会は原則全員加入としているため、人数としては比較的多いですが、習い事や家庭の都合で行事

に全く参加できない子どもたちもいたため、その子たちに不公平になりすぎないように調整するのに非常に気を

使いました。1人 1役として、行事ごとに各保護者に協力をお願いしていますが、連絡なしに当番を無断欠席等

されることも多く、その場合に子どもたちが不利益を被らないように役員でフォローする必要性を感じました。 

 

⑤ 来年度に向けて 

子どもたちが楽しく参加できるような、子ども会活動を続けていければと思います。 

過去のイベントの踏襲ばかりではなく、より子どもたちが自主的にイベントを計画できるような場にしていけ

ればと思います。 

 

 


